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報告第 １７ 号  

 

 

 

健全化判断比率の報告について 

 

 

 

 令和７年度決算に基づく健全化判断比率について、地方公共団

体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３

条第１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けてこれを報告

する。 

 

 

 

  令和８年９月３０日 提出 

 

 

 

          秋田県仙北市長 田 口 知 明 

 

 

記  

 

健全化判断比率                           （単位：％）  

区 分 実質赤字 

比率 

連結実質赤字

比率 

実質公債費 

比率 

将来負担 

比率 

健全化判断 

比率 

－ 9 . 0 0  9 . 6  7 3 . 0  

早期健全化 

基準 

(13.07) (18.07) (25.0) (350.0) 

財政再生基準 (20.00) (30.00) (35.0)  
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報告第 １８ 号  

 

 

 

資金不足比率の報告について 

 

 

 

 令和７年度決算に基づく資金不足比率について、地方公共団体

の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第２２

条第１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けてこれを報告

する。 

 

 

 

  令和８年９月３０日 提出 

 

 

 

           秋田県仙北市長 田 口 知 明 

 

 

記  

 

資金不足比率                   （単位：％）  

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準 

仙北市病院事業会計 5 5 . 0  (20.0) 

仙北市温泉事業会計 －  (20.0) 

仙北市水道事業会計 －  (20.0) 

仙北市下水道事業会計 －  (20.0) 
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報告第 １９ 号  

 

 

 

経営健全化計画実施状況の報告について 

 

 

 

令和７年度における経営健全化計画の実施状況について、地方

公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４

号）第２４条において準用する同法第６条第１項の規定により、

報告する。 

 

 

 

  令和８年９月３０日 提出 

 

 

 

          秋田県仙北市長 田  口  知 明  

 

 

記  

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

令和 ８ 年３月の 計画策 定 前から経営改善の取組みを 行ったが 、

令和７年度決算は経常収支の赤字額が前年度に比べて 3 0 , 9 9 4 千円

増加し、資金不 足額 も増加する結果と なった。 しかし、 資金不 足

額は経営健全化計画での想定より若干の改善が見られた。 

（１）  収益確保 

【市立田沢湖病院】 

・入院患者増（一日平均3 5 . 2人→3 9 . 8人）による増収 

（＋4 0 , 5 0 0千円）。 

※マイナス要因 

・ 外 来 患 者 の 減 （ 一 日 平 均 1 0 2 . 2 人 → 1 0 0 . 1 人 ） に よ る 減 収
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（▲4 , 4 0 0千円） 

 

【市立角館総合病院】 

・外来患者増（一日平均4 0 8 . 6人→ 4 1 3 . 5人）による増収 

（＋7 , 6 0 0千円）。 

・内視鏡検査等の検査受入人数の増に伴う増収（＋4 , 0 0 0千  

円）。 

・病棟再編により回復期リハビリ病床を地域包括ケア病床に一 

本化したことに伴う入院診療単価の増による増収（＋4 , 8 0 0千  

円） 

※マイナス要因 

・入院患者の減（一日平均1 2 3 . 6人→ 1 2 2 . 5人）による減収 

（▲1 6 , 3 0 0千円） 

・急性期一般入院料の変更による減収（▲4 7 , 3 0 0千円） 

 

（２）費用の削減 

 【市立田沢湖病院】 

・非常勤医師による宿日直回数の減（▲4 , 9 0 0千円） 

・非常勤医師による内視鏡検査等の回数の減（▲5 , 3 0 0千円） 

・事務職員退職者（１名）の不補充による人件費の減 

（▲1 , 5 0 0千円） 

※マイナス要因 

・給与等の引上げによる人件費の増（＋3 7 , 0 0 0千円） 

・医師の増員（１名）による人件費の増（＋1 9 , 0 0 0千円） 

・給食材料費の増（＋2 , 4 0 0千円） 

・一時借入金の増加に伴う支払利息の増（＋2 , 3 0 0千円） 

 

【市立角館総合病院】 

・病棟再編（一般病床1 7 0→ 1 5 2）に伴う夜間看護配置減少に 

よる人件費の減（▲4 , 0 0 0千円）。 

・市長部局及び田沢湖病院への異動職員（看護師４名）及び退 

職職員（技能職員１名）の不補充による人件費の減 

（▲2 0 , 8 0 0千円） 

・研修医（２名）の削減（▲2 5 , 9 0 0千円） 

・県外非常勤医師による宿日直回数の減（▲3 , 3 0 0千円） 
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・施設の維持管理に係る委託料の減（▲4 , 7 0 0千円） 

※マイナス要因 

・賃上げ実施による人件費の増（＋1 1 4 , 2 0 0千円） 

・材料費の増（＋1 6 , 5 0 0千円） 

・医療機器及びシステムの保守料・利用料の増（＋1 4 , 3 0 0千  

円） 

・重油価格の上昇による経費の増（＋2 , 3 0 0千円） 

・一時借入金の増加及び利率見直しによる支払利息の増 

（＋1 0 , 7 0 0千円） 

 

（３）その他 

・医療機関等における賃上げ・物価上昇に対する支援事業費補 

助金の皆増（田沢湖＋1 6 , 7 0 0千円  角館＋5 0 , 1 0 0千円） 

・秋田県病床適正化支援事業費補助金の皆増（角館のみ＋ 

6 9 , 7 0 0千円） 

・このほか、企業債償還金の増加により資本的収支の不足額が 

前年度に比べて増加した（6 3 , 7 1 8千円）。 

・一般会計からの繰入金総額は令和６年度と同額に据え置き 

（1 1億円） 

 

２  資金不足額解消の状況 

（単位：千円） 

年度  

 

区分  

計画初年度

の前年度 

計画初年度

（令和７年

度） 

令和８年度

（第２年

度） 

令和９年

度（第３

年度） 

令和1 0年

度（第４

年度） 

当 初 計 画 

A  

 ▲  8 1 2 , 6 4 2  7 9 3 , 6 2 1  4 9 0 , 9 3 7  2 0 3 , 5 7 4  

解消 実績 額 

B  

 ▲  7 2 0 , 7 0 7  ―  ―  ―  

現 在 計 画 

C  

 ―  7 9 3 , 6 2 1  4 9 0 , 9 3 7  2 0 3 , 5 7 4  

B - A 又 は C -

A  

 9 1 , 9 3 5  0  0  0  

資金不足額 1 , 3 2 7 , 8 5 0  2 , 0 4 8 , 5 5 7  1 , 2 5 4 , 9 3 6  7 6 3 , 9 9 9  5 6 0 , 4 2 5  
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備考  

「 現 在 計 画  C 」 と は 、 将 来 の 各 年 度 に お け る 資 金 不 足 額 の 解 消 見 込 額 を

報告時点で示したものである。  

 

３  資金不足比率の状況 

 （単位：％） 
  年度  

 

区分  

計画初年

度の前年

度 

計画初年度 

（令和７年度） 

令和８年

度（第２

年度） 

令和９年

度（第３

年度） 

令和1 0年

度（第４

年度） 

 実績値 計画値 実績値 計画値 計画値  計画値  

資金不足 

比率  
3 5 . 1  5 7 . 9  

 

5 5 . 0  

 

3 4 . 4  2 1 . 2  1 8 . 3  

 

４  その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

令和 ８年３月下 旬に職員向けに 経営健全 化計画の説明会を実 施。

同計画に関する 情報 共有と意見聴取を 行うとと もに、経 営改善 に

向けた意識の醸成を図った。 
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